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同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
５
月
の
総
会
に
て
、
同
窓
会
会
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
、
３
期
生
の
高
橋
知
恵
美
と

申
し
ま
す
。
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
続
け
て
こ

ら
れ
た
同
窓
会
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
ま
た
次
世
代

へ
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
、
役
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
楽
し
く
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

今
回
の
役
員
改
選
に
よ
り
６
名
の
新
役
員
さ
ん
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に
同
窓
会
を
盛

り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
2
0
2
0
年
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
医
療
従
事
者
と
し
て
責
任
を
果
た
す
べ
く
、

日
々
努
力
を
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
改
め
て
、
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
こ
の
数
年

間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
思
う
よ
う
な
活
動

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。今
年
は
、皆
様
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
同

窓
生
ど
う
し
の
繋
が
り
づ
く
り
が
で
き
る
場
を
設

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

同
窓
会
は
、
卒
業
生
、
学
校
と
の
つ
な
が
り
を

保
ち
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
、
皆
様
に
と
っ

て
、
有
益
な
も
の
で
あ
る
よ
う
、
最
善
を
尽
く
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
積
極
的
な
ご
参

画
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
皆
様
の

益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

同
窓
生
の
み
な
さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
数
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影

響
も
あ
り
、
み
な
さ
ま
の
ご
活
動
に
も
多
く
の
制

約
が
生
じ
、
公
私
と
も
に
思
う
よ
う
な
活
動
を
行

う
こ
と
も
難
し
か
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、「
新
し
い
生
活
様
式
」「
新
し
い
日
常
」
と
い
っ

た
こ
と
ば
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
と

は
全
く
異
な
る
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
社
会
の
中
で
多
く
の
こ
と
が
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

本
学
に
お
き
ま
し
て
も
、
令
和
2
年
度
に
、
そ

れ
ま
で
、
対
面
授
業
が
当
然
で
あ
っ
た
大
学
教
育

の
中
で
、
ほ
と
ん
ど
の
教
員
が
未
経
験
で
あ
っ
た

遠
隔
授
業
に
対
応
す
る
必
要
性
が
生
じ
ま
し
た
。

新
し
い
学
修
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
り
、
遠

隔
授
業
の
方
法
も
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
、

同
時
双
方
向
型
（
テ
レ
ビ
会
議
方
式
等
）、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
型
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
方
式
等
）

等
の
方
法
を
用
い
て
、
少
し
で
も
教
育
の
質
の
低

下
が
な
い
よ
う
学
生
教
育
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。
こ
の
令
和
５
年
度
は
、
年
度
始
め
よ
り
対

面
授
業
を
全
面
的
に
再
開
し
ま
し
た
の
で
、
遠
隔

授
業
を
行
う
機
会
は
減
り
ま
し
た
が
、
そ
の
活
用

の
幅
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
方
に
も
な

じ
み
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
学
術
集
会
や
研

修
会
、
会
議
等
の
多
く
も
同
時
双
方
向
型
で
行
わ

れ
る
こ
と
も
増
え
、形
式
が
多
様
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
同
時
双
方
向
型
は
、「
新
し
い
か

た
ち
」
と
し
て
定
着
す
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

看
護
学
科
も
「
新
し
い
か
た
ち
」
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
昨
年
（
令
和
4
年
）
度
の
入
学
生
か

ら
指
定
規
則
の
改
定
に
伴
い
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

保
健
師
選
択
制
を
廃
し
、
看
護
師
養
成
の
み
と
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
保
健
師
養
成
に
関
し
て
は
、

令
和
７
年
４
月
よ
り
保
健
師
専
攻
科
を
開
設
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
大
学
院
保
健
科
学

研
究
科
（
修
士
課
程
）
に
看
護
領
域
を
開
設
し
、

助
産
別
科
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
（
認

定
看
護
師
教
育
課
程
：
脳
卒
中
看
護
分
野
・
認
知

症
看
護
分
野
、特
定
行
為
研
修
課
程
）
と
と
も
に
、

看
護
学
科
に
関
連
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
整
備
は

「
か
た
ち
」
を
変
え
な
が
ら
着
実
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。

　

私
た
ち
の
前
に
は
常
に
未
来
が
あ
り
ま
す
。
未

来
の
姿
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
勝
手
に
何

か
が
始
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
授
業
へ
の
対
応
や
教
育
シ
ス
テ
ム
の
整
備
の
状

況
等
を
ふ
ま
え
る
と
、
少
し
ず
つ
で
も
努
力
を
積

み
重
ね
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
私
た
ち
の
中

に
あ
る
「
か
く
れ
た
力
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
力
が
合

わ
さ
っ
た
時
、大
き
な
発
展
を
支
え
る
力
に
も「
新

し
い
か
た
ち
」
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
本

学
の
教
育
の
充
実
の
た
め
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
み
な
さ

ま
の
ご
健
康
と
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
て

い
ま
す
。

同窓会会長

高橋　知恵美

看
護
学
科
長
　
多
久
島
　

寛
孝

同
窓
会
会
員
の
皆
様
へ

看
護
学
科
の

「
新
し
い
か
た
ち
」
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日　　付：2024年２月３日（土）
時　　間：13：30 受付　14：00 〜 16：00
講　　師：古閑 ゆみ　先生
講師経歴：�AHIS認定嗅覚反応分析士トレーナー・AHIS認定IMセラ

ピストインストラクター・ＡＥＡＪ認定アロマテラピー
インストラクター・健康経営アドバイザー

研修内容：嗅覚反応分析、パーソナルオイルづくり
　　　　　プロに教わるハンドマッサージ
参 加 費：無料
会　　場：大学内のキャンパステラス
　　　　　託児あり

　2020年に新型コロナウィルスが到来し日常が脅かされ、
熊本保健科学大学においても様々な行事等が中止となり
ました。 一昨年より少しずつ緩和され、今年５月には５
類感染症に移行し、様々な規制が撤廃され今までの日常生
活が戻ってきました。大学生活の中での醍醐味と言っても
過言ではない学園祭が、10月20日に４年ぶりに開催され、
同窓会も参加させて頂きました。 今年度同窓会役員に新
メンバーが加わり、2005年から続いている『ひいらぎ焼
きそば』を伝授しながら120食販売しました。焼きそばを
作りながらそれぞれの近況や医療情報共有を行い、年代を
超えて和気あいあいと楽しい時間を過ごしました。 今回
学生さん達に同窓会のことをもっと知って頂きたいと思
い、同窓会PR動画を作成し学生さんにも販売のお手伝い
をお願いしアピールして来ました。 今後も学生さんとの
交流を深めながら、同窓会をもり立てるような企画を作っ
ていきたいと思っています。 来年度の杏祭にも美味しい

『ひいらぎ焼きそば』を作っていますので、お友達やご家
族と一緒に遊びにいらしてください。役員一同、心よりお
待ちしています。� 山口美香

参加申し込み
QRコード

令和５年度　看護研修会

学園祭報告
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『
令
和
５
年
度
常
任
委
員
総
会
報
告
』

Ⅰ．運営に関する事項
　　１．常任委員総会	 年１回開催
　　２．役員会	 年３回以上開催
　　３．同窓会PR	 PR動画を作成し学園祭で放映、チラシ（QRコード）を渡す
Ⅱ．教育に関する事項
　　１．研修会	 年１回開催
　　２．会員の自己研鑽活動支援
	 参加者は内容を報告、同窓会誌に掲載する
　　３．県外在住会員の親睦会開催支援
	 開催時は、内容を同窓会誌で報告
Ⅲ．調査に関する事項
　　１．会員数の把握
　　２．会員の活動状況把握　　大学から、管理者になっている人数把握の依頼あり
Ⅳ．福祉に関する事項
　　１．式典（入学式・卒業式）参列ならびに祝電送付
　　２．�その他の大学行事（球技大会・学園祭・国家試験激励　他）に参加なら

びに記念品授与
　　３．災害に関する支援　　学園祭模擬店売上金を寄付
Ⅴ．出版に関する事項
　　１．同窓会誌『ひいらぎ』第32号の発行
　　　　WEB掲載とし、発刊時にハガキで掲載を案内（QRコード）する
Ⅵ．その他

令和元年度～令和４年度に実施した事業について報告する

【令和元年度】
Ⅰ．運営に関する事項
　　１．常任委員総会	 令和元年５月18日（土）開催
　　２．役員会	 ６回開催　　詳細は別紙報告通り
Ⅱ．教育に関する事項
　　１．令和元年度看護研修会（同窓会30周年記念講演会）
	 令和元年11月９日（土）開催
　　　　「人の心を動かす技術～ザ・メンタリズム～」　講師：メンタリスト DaiGo氏
　　２．会員の教育研修参加　０件
　　３．支部活動　　　　　　０件
Ⅲ．調査研究に関する事項
　　会員の活動状況把握　　会員の住所録調査とデータ管理を専門業者へ委託
Ⅳ．福祉に関する事項
　　１．�入学式（４月１日）に祝電と役員が出席
　　　　認定式（４月２日）に祝電とコサージュ贈呈、卒業式（中止）
　　２．大学行事への関わり　球技大会（６月）において、看護学科同窓会賞を準備
　　　　　　　　　　　　　　学園祭（10月20日）において、模擬店を出店
　　　　　　　　　　　　　　国家試験激励記念品贈呈・同窓会説明（11月18日）
　　３．災害に関する支援　　学園祭模擬店売上金を一部寄付（令和元年台風災害義援金）
Ⅴ．出版に関する事項
　　同窓会誌『ひいらぎ』第31号の発行（大学ホームページ内に掲載）

【令和２年度】
Ⅰ．運営に関する事項
　　役員会	 WEB上で３回開催　　詳細は別紙報告通り
Ⅱ．教育に関する事項
　　活動なし
Ⅲ．調査（研究）に関する事項
　　会員の活動状況把握　　会員の住所録調査とデータ管理を専門業者へ委託
　　　　　　　　　　　　　�大学より、管理者になっている人数把握の依頼あり

（役員による情報収集）
Ⅳ．福祉に関する事項
　　国家試験激励記念品贈呈（２月）
Ⅴ．出版に関する事項
　　活動なし

【令和３年度】
Ⅰ．運営に関する事項
　　役員会	 WEB上で３回開催　　詳細は別紙報告通り
Ⅱ．教育に関する事項
　　活動なし
Ⅲ．調査研究に関する事項
　　会員の活動状況把握　　会員の住所録調査とデータ管理を専門業者へ委託
Ⅳ．福祉に関する事項
　　国家試験労いで４年生へ記念品贈呈（２月16日）
Ⅴ．出版に関する事項
　　活動なし

【令和４年度】
Ⅰ．運営に関する事項
　　役員会	 WEB上で３回開催　　詳細は別紙報告通り
Ⅱ．教育に関する事項
　　活動なし
Ⅲ．調査（研究）に関する事項
　　会員の活動状況把握　　会員の住所録調査とデータ管理を専門業者へ委託
Ⅳ．福祉に関する事項
　　１．酒匂光郎先生（銀杏学園短期大学元学長）へお悔やみ電報（６月）
　　２．国家試験激励記念品贈呈（２月）
　　３．卒業期生へ同窓会活動の説明、常任委員選出（２月14日）
Ⅴ．出版に関する事項
　　活動なし

令和５年度　事業計画

令和元年度～令和４年度事業報告 熊本保健科学大学保健科学部看護学科同窓会
令和元年度～令和５年役員会報告

【令和元年度】
日　程 場　所 参加人数 議題・報告事項

1 4/13（土） 熊本保健科学大学 7名
・総会について
・年間スケジュールの担当決め
・同窓会設立30周年記念研修会について

2 7/6（土） 熊本保健科学大学 5名 ・同窓会設立30周年記念研修会について
・学園祭について

3 10/19（土） 熊本保健科学大学 9名 ・同窓会設立30周年記念研修会について
4 12/20（金） WEB 8名 ・会報誌『ひいらぎ』について
5 3/3（火） WEB 5名 ・臨地実習認定式について
6 3/15（日） WEB 13名 ・会報誌『ひいらぎ』について
役員会開催回数；6回

【令和2年度】
日　程 場　所 参加人数 議題・報告事項

1 8/30（日） WEB 6名 ・同窓会による国試対策補講について
2 11/5（木） WEB 13名 ・同窓会連合活動の報告

3 1/26（火） WEB 13名 ・国試激励品について
・同窓会PR・常任委員選定について

役員会開催回数；3回

【令和3年度】
日　程 場　所 参加人数 議題・報告事項

1 9/20（月） WEB 13名 ・同窓会連合（意見交換会）の報告
2 2/2（水） WEB 6名 ・国試激励品について
3 2/17（木） WEB 13名 ・国試激励の報告
役員会開催回数；3回

【令和4年度】
日　程 場　所 参加人数 議題・報告事項

1 12/22（木） WEB 13名 ・国試激励について
・会計、監査について

2 2/5（日） WEB 9名 ・同窓会PRについて

3 3/19（日） WEB 5名 ・常任委員総会について
・総会案内状の確認

役員会開催回数；3回
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収入の部 （単位 : 円）

科目 決算金額

前年度繰越金 2,255,333

会費 会費 1,270,000

補助金・助成金 補助金 500,000

雑収入 雑収入 5,400

受取利息 受取利息 10

当期収入合計 （1,775,410）

収入合計 4,030,743

支出の部 （単位 : 円）

科目 決算金額

会議費 役員会費 303,040

事業費 （3,257,484）

福祉費 106,457

委託費 3,151,027

事務費 （106,366）

消耗品 15,544

印刷費 89,130

郵送・通信費 1,692

予備費 予備費 156,733

当期支出合計 （3,823,623）

次年度繰越金 207,120

支出合計 4,030,743

収入の部 （単位 : 円）

科目 決算金額

前年度繰越金 207,120

会費 会費 1,090,000

補助金・助成金 補助金 50,000

受取利息 受取利息 5

当期収入合計 （1,140,005）

収入合計 1,347,125

支出の部 （単位 : 円）

科目 決算金額

会議費 役員会費 19,820

事業費 （85,400）

福祉費 8,400

委託費 77,000

事務費 （492,439）

印刷費 473,000

郵送・通信費 19,439

当期支出合計 （597,659）

次年度繰越金 749,466

支出合計 1,347,125

収入の部 （単位 : 円）

科目 決算金額

前年度繰越金 749,466

会費 会費 1,050,000

受取利息 受取利息 13

当期収入合計 （1,050,013）

収入合計 1,799,479

支出の部 （単位 : 円）

科目 決算金額

事業費 （162,800）

福祉費 85,800

委託費 77,000

当期支出合計 （162,800）

次年度繰越金 1,636,679

支出合計 1,799,479

収入の部 （単位 : 円）

科目 決算金額

前年度繰越金 1,636,679

会費 会費 1,200,000

受取利息 受取利息 21

当期収入合計 （1,200,021）

収入合計 2,836,700

支出の部 （単位 : 円）

科目 決算金額

事業費 （107,700）

福祉費 30,700

委託費 77,000

事務費 印刷費 2,600

当期支出合計 （110,300）

次年度繰越金 2,726,400

支出合計 2,836,700

平成31年度　収支計算書
自.平成31年４月１日　至.令和２年３月31日

令和２年度　収支計算書
自.令和２年４月１日　至.令和３年３月31日

令和３年度　収支計算書
自.令和３年４月１日　至.令和４年３月31日

令和４年度　収支計算書
自.令和４年４月１日　至.令和５年３月31日
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第１章　総則
第１条	 �本会は、熊本保健科学大学保健科学部看護学科同

窓会とする。
第２条	 �本会は、本部を熊本保健科学大学内に置き、事務

局を設置する。

第２章　目的
第３条　�本会は、会員相互の親睦を図るとともに、母校の

発展に貢献し、社会文化の進展に寄与することを
目的とする。

第３章　事業
第４条　�本会は、第３条の目的を達成するために次の事業

を行う。
　（１）	 �会員の質の向上のための研究活動、看護研修会の

開催
　（２）	 �常任委員総会の開催
　（３）	 �同窓会誌および会員名簿の発行
　（４）	 �会員の親睦会の開催
　（５）	 �支部会の設置
　（６）	 �その他、本会の目的達成のための事業

第４章　会員
第５条　本会は、次の会員をもって組織する。
　（１）	 正会員　　�銀杏学園短期大学看護科および熊本保

健科学大学保健科学部看護学科を卒業
したもの

　（２）	 準会員　　�熊本保健科学大学保健科学部看護学科
の在学生

　（３）	 特別会員　�銀杏学園短期大学看護科の旧教員なら
びに熊本保健科学大学保健科学部看護
学科の現教員

第５章　役員および任務
第６条　本会は、次の役員を置く。
　（１）	 会長　　　１名
　（２）	 副会長　　２名
　（３）	 書記　　　２名
　（４）	 会計　　　２名
　（５）	 会計監査　２名
　（６）	 顧問　　若干名
　（７）	 常任委員　各年度の代表を２名以上
　（８）	 事務局　　１名以上
　	 役員は、（１）～（５）までとする。
第７条　�役員および顧問、常任委員は、次の方法により選

出する。
　（１）	 �会長、副会長、書記、会計、会計監査は、会員の

中から選出し、常任委員総会の承認を得て決定する。
　（２）	 �常任委員は、各年度の卒業生から２名以上を選出

する。また、各年度の常任委員が継続困難若しくは、
常任委員との連絡が途絶え、常任委員としての職
務が遂行できない場合には、役員会で協議の上、
常任委員より除くこととする。

　（３）	 顧問は、役員の推薦により会長が委嘱する。
第８条　�役員および常任委員、顧問の職務は、次の通りと

する。
　（１）	 会長は、本会を代表し、会務を統括する。
　（２）	 �副会長は、会長を補佐し、会長に事故のある時は、

会務を代行する。
　（３）	 �書記は、会務の記録および諸連絡等の庶務一般を

行う。
　（４）	 会計は、本会の会計を行い、年１回会計報告を行う。
　（５）	 �会計監査は、会計報告に従って、その監査報告を

行う。
　（６）	 �常任委員は、常任委員総会および各回生の連絡調

整を行う。
　（７）	 �顧問は、この会の会務について、会長の諮問に答

える。
　（８）	 �事務局は、本会を補佐し、事業運営に関する事務

一般を行う。
第９条　役員の任期は、２ヵ年とする。但し再任は妨げない。

第６章　総会およびその他の会議
第10条　本会には、次の機関を置く。
　（１）	 常任委員総会
　（２）	 常任委員会
　（３）	 役員会
第11条　�常任委員総会は、本会の最高決議機関で本会常任

委員および役員をもって構成し、年１回開催する。
第12条　�会長が、特に必要と認めた時は、臨時に総会およ

び常任委員会を開くことができる。
第13条　�常任委員総会の決議は、常任委員および役員の過

半数をもって決定し、臨時総会の決議は、臨時総
会出席者の過半数をもって決定する。

第14条　�常任委員会は、常任委員および役員をもって構成
する。会長が召集し、会の運営に関する事項を審
議する。

第15条　役員会は、役員をもって会の運営にあたる。

第７章　会計
第16条　�本会の経費は、会費、事業収益および寄付金をもっ

てこれに当てる。
第17条　本会の会員は、終身会費として10,000円を納める。
第18条　�本学在学中、途中退学になった場合は、申請に基

づき全額返納する。 
第19条　�本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３

月31日に終わる。

第８章　補則
第20条　�この会の会則の改正は、役員の承認を得て、常任

委員総会の決議を要す。

付則　本会則は、平成19年４月１日より施行する。
付則　本会則は、平成22年４月１日より施行する。
付則　本会則は、平成27年５月16日より施行する。
付則　本会則は、平成29年５月20日より施行する。

熊本保健科学大学　保健科学部看護学科　同窓会会則

■保健科学部　医学検査学科
　　　　　　　看護学科
　　　　　　　リハビリテーション学科
■大学院保健科学研究科
■助産別科
■キャリア教育研修センター
　・認定看護師教育課程
　　（脳卒中看護分野、認知症看護分野）
　・特定行為研修課程

熊本保健科学大学
URL  http://www.kumamoto-hsu.ac.jp

1号館

3号館

新アリーナ2号館
会報誌『ひいらぎ』はweb上での公開と
なります（郵送は行っておりませんので、ご了承の
程よろしくお願いいたします）
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卒業期 銀杏学園短期大学
1 井戸上　洋　　園田　和春
2 松高ますみ　　畑田　直美
3 山崎　ルミ　　鍬崎ひとみ
4 中路　格美　　
5 西坂　和博　　石橋　勝子
6 福山　隆光　　渡辺真知子
7 北野　由加　　下山　真代
8 迫川　和世　　
9 前田　順子
10 大鶴　聖輔　　山口　美香
11 中津　朋美
12 高木さをり　　中野　博之　　渡辺　寛之
13 井上　由美　　桂　　昭博　　
14 立山　園美　　井芹　智典　　松永　美保
15 平田　輝彦　　井島　秀行
16 亀山　亜弓
17 光永　美幸
18 西木　　緑　
19 前田　一直　　那須　孝子
20 前田　　稔　　松島奈穂美

熊本保健科学大学保健科学部看護学科

1 木村　涼平　　勝木　　誠　　栗山　鮎美
井芹　由貴　　福富　愛子　　八尋　広美

2 水上　さち　　永野　知子　　井上　常彦
松本　千佳　　長谷川　彩　　成田　祥子

3 髙橋知恵美　　下山　佑紀　　中居　一彦
青木ゆかり　　山野恵利華

4 中川　晃一　　須崎　剛史　　阿南　梨花
田中　由香

5 住吉　　望　　渡辺　由樹　　友枝　　翠
尊田　貴代

６ 植田李華子　　荒木奈津美　　山内　祥子

７ 井上　丈滉　　塚本　紗紀　　辻　　愛美
中嶋　良美

8 島津　愛己　　尾下　礼佳　　野上　　綾

9 河野　　健　　谷口　靖典　　西村　日鶴
船津　優美

11 大石　裕希　　川上　真子　　久保田　純
河野　拓哉

12 濱田　伸也　　佐々木　悟

13 蓑田　明子　　村瀬　春華　　民谷　直輝
栁本　洸圭

14 宮川　裕貴　　前田　響香　　工藤　美穂

15 平松　　幸　　松田　花林　　宮本　知佳
森山友里華

16 富永　奈央　　中島　結衣

17 福岡　希美　　嶋村　優里　　中路　萌未
角田　実優　　藤村　稀衣

同窓会では、会員名簿管理・『ひいらぎ』発送をプライバシーマーク取得の同窓会サポート企業㈱サラトに委託しております。
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お問い合わせ先（看護学科同窓会事務局）

〒861−4214　熊本県熊本市南区城南町舞原無番地
医療法人　城南ヘルスケアグループくまもと南部広域病院　中野博之
TEL 0964−28−2556　Email：hiiragi@kumamoto-hsu.ac.jp

会　長 高　橋　知恵美 3期生

副会長
勝　木　　　誠 1期生
中　居　一　彦 3期生

書　記
山　口　美　香 10回生
中　原　恵　美 20回生

会　計
木　村　涼　平 1期生
井　上　丈　滉 7期生

監　査
下　山　佑　紀 3期生
嶋　村　優　里 17期生

事務局

松　島　奈穂美 20回生
石　橋　勝　子 5回生
角　田　実　優 17期生
中　路　萌　未 17期生
福　岡　希　美 17期生
藤　村　稀　衣 17期生

顧　問
吉　岡　宏　介 7回生
中　野　博　之 12回生

令和５年度常任委員名簿

令和５年度同窓会役員名簿

石橋勝子さんからのメッセージ
　この度、同窓会役員メンバーになりました石橋です。今年の３月よ
り福祉施設で保健室の看護師として働いています。初めての福祉の仕
事、病院との違いに戸惑いを感じていますが、今までの経験を生かし、
利用者と一緒に楽しみたいと思っています。今回役員就任も不安はあ
りましたが、役員の皆様と一緒に価値あるものにできるよう頑張りま
すので、どうぞよろしくお願いします。

嶋村優里さんからのメッセージ
　この度、同窓会に入らせていただきました嶋村です。
　令和５年３月に熊本保健科学大学看護学科を卒業し、４月から熊本市で行政保
健師として勤務しております。入職後半年からひとり立ちし、職場の雰囲気や業
務に少しずつ慣れてきましたが、まだまだわからないことだらけの日々です。し
かし、大学の先輩方が多くいらっしゃるので、とても心強く、安心感を持って働
くことができています。
　同窓会役員も初めてで不安もありますが、卒業後も大学と関われることを嬉し
く思います。よろしくお願いいたします。

中路萌未さんからのメッセージ
　この度、同窓会役員を務めることになりました、中路です。今年4月より熊本
市役所に保健師として就職し、徐々に職場にも慣れてきました。保健師は人を相
手にする仕事ですが、関わる人によって悩みや不安が異なるため、対応の難しさ
を感じています。しかし、周りの先輩方は優しい方ばかりで、日々、相談しなが
ら保健師の仕事や役割、市民への関わりかたを学んでいるところです。同窓会役
員となり、初めてのことでわからないことも多いですが、同窓生の皆さんと楽し
みながら活動していきたいと思っております。よろしくお願いいたします。
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